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合　計 67　100．0 合　計 695　　　100．C
表7　旧十箇町婚姻居住形態 表8　旧十箇町夫婦年齢差











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































合計 26　100．030　100．0 37　100．0 54　100．0
れる。両町とも妻方居住婚の大部分は持家層の婚姻である。これはやはり持家層の家
族においては，より強く世代的連続性が意識されているからであろう。
（2）　　婚女因儀ネL
　川越では婚姻は嫁入婚が基本であるが，ここに示す二つの婚姻儀礼も嫁入婚の事例
である。第一の事例は鍛冶町の大正7年頃の事例である。この例では嫁は南隣りの志
義町から嫁入りしている。この縁談がまとまった契機は，父親が碁が好きで，碁の友
人が持ってきた話である。下話は親どうしでやったので，当人どうしは結婚式の当日
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まで相手を知らなかったという。話が決まると仲人を立てる。正式には嫁方と聾方の
双方から立てるというが，この場合は1組だけであった。かつては結納は厳しく，仲
人が大安の日に嫁方に届けた。結婚式の当日は，まず朝のイチゲンとかアシィレとか
いわれる聾方での簡単な儀礼から始まる。そのあと嫁はいったん実家に帰ったのち，
本式の結婚式を挙げる。遠くから来る嫁にはナカヤドを設けるが，近い場合はとくに
設けない。町内に入ると聾の家に着く前に，イチクミアイの人は嫁を迎えにくる。イ
チクミアイとは自分の家の属するクミアイのことである。嫁に家が近ければ嫁の家ま
で出迎えるが，遠い場合には近くの辻まで出迎える。出迎えの人々はこの時に提灯を
持って行く。嫁は聾の家の町内に入るところで車（人力車）を降りて，あとは仲人に
連れられて智の家に入る。嫁が聾の家に入る時には，傘を頭上にかざし，焼いた藁を
もみ消しながらその上をまたいでトブグチ（入口）に入った。嫁は聾の家に来ると披
露宴に入るまえに別室で，智の両親と親子の杯を交わす。これをオヤコナリという。
披露宴の準備には町内のイチクミアイの10軒ぐらいの家々から手伝いに来てくれた。
結婚式ののちには親戚の人とともに町内の各家に挨拶まわりをする。この例では鍛冶
町の30軒の家々をくまなく歩いて，半紙2帖に嫁の名を書いて配った。式のあとの里
帰りはやらなかった。
　第二は喜多町の大正初期の婚姻の事例である。この例では嫁は同じ町内の分家から
本家に嫁入りしている。これは極めて稀な本家分家間の婚姻の事例である。話者は明
治27年生れの女性である。結婚の話は本家の方で「くれろ……」といったので，嫁の
父親が「親孝行の気持があるなら行け」といわれて行くことになったのだという。仲
人は同じ喜多町の材木屋に頼んだ。この材木屋と本家とは昔から行ったり来たりのつ
きあいがあった。結納は仲人が帯代として智方から嫁方へ持っていった。この中には
酒代も入っていた。これに対して嫁方からは結婚式の前に袴代として半分を返した。
これは川越の一般的な結納のやり方である。その時に家も近かったので，嫁入道具も
一緒に持ってきた。結婚式は聾の家でやった。結婚式の当日は智方から仲人が嫁を迎
えにきた。この時嫁方では何も儀礼をやらなかった。嫁は仲人に促されて，実家の仏
檀に線香をあげた。嫁方から智の家に行ったのは嫁と嫁の兄，それに母親がいなかっ
たので兄の嫁がついてきてくれて，いろいろ世話をしてくれた。このとき父親は行か
なかった。智の家に着いたのは夕方であった。智の家まではほんのちょっとの距離で
あったが，嫁方から聾方へ行く途中で聾方のクミアイの人達が出迎えに来てくれて，
智の家まで案内してくれた。聾の家に入る時，仲人は嫁に綿帽子をかぶせた。結婚式
は4月27日であった。式の日の嫁の着物は智方のおばあさんが作ってくれた。披露宴
36
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．婚姻形態と婚姻儀礼
では吸いものが変わるたびに，3回ほど着物を着替えた。これはむかしからのやり方
である。聾の家にはいると嫁は仏檀に進んで線香をあげた。祝言のサカズキは，まず
嫁と智が三三九度のサカズキを交わし，そのあとに親兄弟で杯を交わした。披露宴に
は町内の女性が手伝いに来てくれた。結婚式のあと3日目にはオチョウアルキといっ
て，午前中に嫁と仲人のおぽさんの2人でクミアイのすべての家と区長，それに親戚
・）家々に挨拶まわりをした。この時，半紙2帖にノシをつけて，また嫁の名前を墨で
書いて各家に配った。このオチョウアルキは今では跡継ぎを除いてはほとんど行われ
なくなってしまった。里帰りは結婚式のあと1ヶ月たってからやった。嫁と智の母
親，仲人のおばさんの3人で里帰りをした。このとき智は同行しなかった。これで結
婚の儀礼はすべて終了したことになる。結婚したときの家族は，大きな商家であった
ので，夫の兄夫婦とその子供（4～5人），夫，それに女中が1人，子守が2人，番
頭が5～6人の大所帯であった。嫁としての生活が辛くて軒下で泣いたり，何度も塀
をこえて実家に帰ろうとしたが，「ご先祖さまに申し訳けないから……」と我慢した
という。
　これら二つの事例から，川越旧十箇町における婚姻儀礼の特徴はつぎのように要約
できる。まず第一は，配偶者の選択は自主的には行われなかったことである。この二
つの事例とも配偶者は親が選択し，仲人をたてて結婚式をあげている。仲人は縁談自
体に関与しており，したがって実質的仲人婚の形態をとっている。第二は婚姻要件と
して結納の授受が必要とされていることである。この見返りとして嫁方は半額を返す
ほか，嫁は嫁入道具を持参する。第三に結婚に際して町内，とくにクミアイが深く関
与していることである。町内の境から嫁を智の家に案内するのは町内＼の役割である
し，結婚式の手伝いはクミアイが主体となって行われる。また結婚式のあと嫁の挨拶
まわりであるオチョウアルキが町内の全戸に対して行われ，嫁の名の入った半紙が配
られる。この点で町内は強い集団性を保持しているといえよう。このほか儀礼的に注
目すべき点としては，嫁が実家を出るときと智の家にはいった時に行われる双方の家
の先祖への挨拶や，ナカヤドの存在，さらに嫁が智の家に入る際の火をまたく儀礼や
白の綿帽子をかぶる儀礼などがあげられる。これらの儀礼は，都市町内の婚姻に際し
ても伝統的な儀礼が強く保持されていることの，ひとつの可視的な表現形態であると
考えられる。
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6．結　論
　本稿は関東地方の代表的な伝統的地方都市である，埼玉県川越市の中心部を占める
旧十箇町のなかから鍛冶町と喜多町を選んで，近世中期から明治初期にかけての人別
帳・戸籍などの資料の分析を中心として，伝統的都市町内の家族と婚姻がどのような
構造を示すかを明らかにするとともに，これを通じて都市町内の伝統性と流動性を明
らかにすることが目的であった。ここではこれまでに論じてきたことを要約して結論
にかえたいと思う。
　まず第一に川越の町内がきわめて流動性の高い社会であることである。このことは
鍛冶町において，慶応2年から明治5年までのわずかな期間に9戸が退転し，11戸が
新たに住民となっていることや，鍛冶町においても喜多町においても明治初期からの
住民が数軒にとどまっている事実から明らかである。屋敷の所有貸借関係や商売の変
転はさらに激しく，したがって少なくとも川越の町内は近世中期から現在まで激しい
変動を遂げてきたと考えることができる。この変動の主体となったのは，短期的にみ
れぽ借家層の住民であったが，長期的には持家層の住民も流動化した。第二に，こう
した激しい変動のなかにあっても，川越旧十箇町町内の伝統性が強く保持されている
ことである。このことはいくつかの事実によって明らかである。ひとつは家族構成や
婚姻における伝統性である。川越の家族構成は町内や階層によって差があるが，全体
的には家族の規模が比較的大きく，構成も複雑であり，都市的であるよりも農村的な
家族であることが，国勢調査結果などとの比較によって明らかである。階層的には持
家層の方が借家層よりも家族構成が複雑であり，結果として借家の少ない喜多町の家
族は，借家が多かった鍛冶町の家族よりも規模が大きく構成も複雑であった。また婚
姻儀礼においてもナカヤドや嫁が火をまたく犠礼などに伝統性が強くあらわれている
といえよう。いまひとつは町内が強い集団性を保持していることである。これは婚姻
儀礼における町内やクミアイの強い関与や，町内の神社および氷川神社の祭祀におけ
る町内の集団性である。町内のメンバーの激しい交代にもかかわらず，こうした伝統
性が強く保持されているのが，川越旧十箇町町内の基本的性格なのである。この性格
は町名地番整理に伴う町内会の再編成にあたって，かつての町内会がひきつづき祭祀
組織として存続している例からも明らかなように，今日に至るまで継続しているとい
えよう。
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註
（1）川越の中心部をなす旧十箇町は，本町，喜多町，高沢町，南町，江戸町，志多町，鍛冶
　　町，多賀町，上松江町，志義町の10の町内であって，明治初年当時の戸数は全体で，797
　　戸であった。旧十箇町は大きく上十箇町と下十箇町に区分されるが，これは必ずしも自治
　　的な組町や地域的区分を示すものではなく，職人町と商人町の区分であったといわれてい
　　る。しかしながら少なくとも近代においては，この区分は明確ではない。
（2）　この他にも氷川神社の祭礼にあたって，他の町内の山車が町内を通過する時には，それ
　　を出迎えたり送ったりしたし，よその町や村から嫁を迎える時には，町内の人が町の境界
　　までこれを出迎える慣習があった。町内の人に対して嫁を披露することは，婚姻儀礼のな
　　かでも重要な手続きであって，このことは嫁の社会的承認に他ならなかった。
（3）川越市の人口は大正11年（1922年）の市制施行時には28，200人，1939年（昭和14年）に
　　はわずか38，610人であったが，町村合併を経て，1953年（昭和28年）には54，336人に増加し，
　　その後は日本経済の高度成長や東京のベッドタウン化に伴ってさらに人ロの増大をみた。
（4）　川越旧十箇町の家族と婚姻の数量的分析については，持家層と借家層の差異や町内ごと
　　の差異に注目して，すでに上野和男（1978）に詳しく述べたので，ここではその要約を記
　　すにとどめる。
（5）　この中には明治3年の「藩庁戸籍」3冊があり，士族・卒族の当時の状況を知ることが
　　できる。明治5年戸籍に記載されている一戸は，同居集団である今日の世帯に近い内容を
　　示していると考えられる。ここでの統計的分析にあたっては家族を親族世帯の意味で用い
　　るので，商家の支配人や手代，法弟などの同居人や家族員であっても他出している出寄留
　　者は含めないことにする。
（6）　中野卓（1952）によれば，京都・南大黒町4．33人（1847年），衣棚南町3．84人（1847年），
　　衣棚北町3．33人（1835年）となっている。
（7）氷川神社の祭礼では各町内から山車が出されるが，この山車に乗る難しは，町内ごとに
　　きめられた近郊の農村が担当する。鍛冶町はむかしから南田島と決まっている。
（8）　川越市では1961年から全国にさきがけて町名地番整理が行われ，旧十箇町も新しい町内
　　組織に再編成された。鍛冶町は南北に二分され，北半分は南町と一緒になって幸町とな
　　り，南半分は南に隣接する志義町と合併して仲町となったが，旧鍛冶町の住民は「金山
　　会」を結成して，今日でも毎年秋の川越祭りの時には独自に山車を出している。したがっ
　　ていま鍛冶町では，古い町内会としての金山会と新しい町内会との二重の組織が作られ，
　　町内の人々は両方に会費をおさめる事態になっている。また金山神社の祭りは，旧鍛冶町
　　の住民によって現在でも毎年3月15日に行われており，鍛冶町の統合の中心となってい
　　る。かつては鍛冶町の人々がこの日，金山神社に参集したが，現在は年行事とよばれる役
　　員中心の祭りとなっている。金山神社では町内の祭りとは別に，12月8日にブイゴマツリ
　　とよばれる鍛冶屋だけの祭りも現在なお行われている。
（9）金山神社はもともとは通りに西側にあった平井治兵衛の屋敷にあったが，宝永年間
　　（1704年一1710年）に東側の中島の屋敷に移された。金山神社の歴史についてはr川越素
　　麺』に次のように記されている。「金山権現　祭礼2月15日　古代より平井治兵衛屋敷に
　　あり，元は西側万屋屋敷今は東側，勘請の年暦具に不知，二百余年ならん。霊験あらた
　　かにして鍛冶町，昔より第一火災を免れて，偏に権現擁護なりと言伝へたり。毎年2月15
　　日，川越中の鍛冶屋，青銅百疋宛，甚兵衛方へ持寄り，赤飯などして，金山権現を祭るなり」
（10）明治14年には同居の数が激増しているが，これは親類や子供たちが同一屋敷内に居住し
　　ていたためである。
（11）たとえば大正の始め頃に店を出した坂本屋（荒物屋）は昭和37年に狭山市に転出してい
　　るし，瀬戸物屋で鍛冶町に見切りをつけて南の新富町に転出した商店もあった。これは明
　　治26年3月17日の川越大火で全戸を全焼した鍛冶町に，大火以後防火建築としてつくられ
　　た蔵づくりの商家が，その防御的な構造のために，かえって商店の拡張発展の阻害要因に
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　　なったのである。つまり蔵づくり商家は鍛冶町の近代化に適応しなかったのである。
（12）　ここで用いた明治5年戸籍には同居人の記載がないが，明治5年10月の「戸籍現在人員
　　書上帳」には雇人の記載がある。これによれぽ22軒の商家に49人の雇人がいた。このなか
　　には10人の雇人を雇って，大きな商売をしている家族もあった。
（13）　マチカンは南町に金物屋を出す以前は，鍛冶町の南にある志義町で煮染め屋を長くやっ
　　ていたという。
（14）　この松崎も明治5年戸籍にはその名が見えない。
（15）鍛冶町内部で暖簾分けをした3軒の本家分家の事例では，1軒は本家と同じ荒物屋，い
　　まひとつの分家は紙屋となっている。この2軒は明治5年戸籍にも記載されている古い商
　　家であるが，現在3軒とも鍛冶町から転出している。旧十箇町の高沢町にある菓子屋横町
　　でも，本家が鉄砲玉を作っていれば，分家はそれをつくれないという。
（16）川越旧十箇町では一般的な分家はデワカレとよばれ，これはイッケとよぼれる親族組織
　　のメンバーとなるが，暖簾分けの場合はこのイッケのメンバーとはみなされない。しか
　　し，喜多町では本家の娘に葺をとって暖簾分けする例が多かったという。
（17）享保6年（1721年）の「喜多町居屋敷水帳」によれぽ，この店の面積は1反6畝18歩で
　　喜多町では最も大きかった。
（18）川越の人々は北部に広がる水田地帯をタバショ，南部に広がる畑作地帯をノガタとかサ
　　トガタと呼んでいた。この二つの地域の接点にあって，物資の集散地となっていたのが川
　　越であった。市の日にはノガタに近いところにはウドンの店が出て，タバシ・に近いとこ
　　ろにはダンゴの店が多く出たという。
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「要約」
「要　約」
　本稿は関東地方の代表的な伝統的地方都市である，埼玉県川越市の中心部を占める
旧十箇町のなかから鍛冶町と喜多町を選んで，近世中期から明治初期にかけての人別
帳・戸籍などの資料の分析を中心として，伝統的都市町内の家族と婚姻がどのような
構造を示すかを明らかにするとともに，これを通じて都市町内の伝統性と流動性を明
らかにすることが目的であった。結論として以下の諸点があきらかになった。
　まず第一に川越の町内がきわめて流動性の高い社会であることである。このことは
鍛冶町においても喜多町においても明治初期からの住民が数軒にとどまっている事実
から明らかである。この変動の主体となったのは，短期的にみれば借家層の住民であ
ったが，長期的には持家層の住民も流動化した。第二に，こうした激しい変動のなか
にあっても，川越旧十箇町町内の伝統性が強く保持されていることである。このこと
はいくつかの事実によって明らかである。ひとつは家族構造や婚姻における伝統性で
ある。川越の家族構成は町内や階層によって差があるが，全体的には家族の規模が比
較的大きく，構成も複雑であり，都市的であるよりも農村的な家族であることが，国
勢調査結果などとの比較によって明らかである。階層的には持家層の方が借家層より
もの家族構成が複雑であり，結果として借家の少ない喜多町の家族は，借家が多かっ
た鍛冶町の家族よりも規模が大きく構成も複雑であった。また婚姻儀礼においてもナ
カヤドや嫁が火をまたく儀礼などに伝統性が強くあらわれているといえよう。いまひ
とつは町内が強い集団性を保持していることである。これは婚姻儀礼における町内や
クミアイの強い関与や，町内の神社および氷川神社の祭祀における町内の集団性であ
る。町内のメンバーの激しい交替にもかかわらず，こうした伝統性が強く保持されて
いるのが，川越旧十箇町町内の基本的性格なのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（本館　民俗研究部）
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Family　Structure　in　Pre．Modern　Urban　S㏄iety
UENo　Kazuo
　　This　paper　is　an　analysis　of　family　structure　in　an　pre・modem　urban　society
from　latter　period　of　Edo　era　to　early　period　of　Meiji　era．　In　this　paper　we
analysed　Kawagoe　city　as　an　example　of　pre－modern　urban　society．　Kawagoe　is
atypical　pre・modern　society　in　Japan，　and　Kawagoe　is　located　in　Saiyama
pref㏄ture　close　by　Tokyo　metropoUtan．、We　conducted　6eldwork　in　Kawagoe
city　from　1970　to　1975．
　　Kawagoe　has　various　urban　characteristics，　for　example，　castle　town，　market
town　and　bedroom　town．　Kawagoe　as　castle　town　was　established　in　17th　century．
In　those　days　central　part　of　Kawagoe　city　was　divided　to　ten　divisions（Ch6nai）．
We　analysed　in　this　paper　two　Ch6nais，　Kali－machi　and　Kita’machi．
　　Characteritics　of　social　structure　of　Kawagoe　city　as　follows．　At　first，　family
is　comparatively　large　scale　and　has　more　complex　construction　than　the　other
pre，modern　urban　society　as　Kyoto．　This　indicates　that　Kawagoe　city　has　more
traditional　character．　The　second，　ch6nai　has　more　floating　character．　In　Kaji－
machi　and　also　Kita・machi，　change　of　those　members　is　more　frequentry．　Today，
only　20r　3　families　continued　from　Edo　era　in　same　ch6nai．　But　of　these
floating　character，　Kawagoe　have　more　traditional　character　of　variolls　parts．
This　is　basic　structure　of　Kawagoe　city．
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